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神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（１）生活介護

基本報酬区分の見直し（サービス提供時間ごとの基本報酬の設定）

3

 現在基本報酬は営業時間で設定されているが、今後は障害支援区分ごと及び利用定員規模に加
え、サービス提供時間別に細やかに設定する。

基本報酬区分の見直し（利用定員ごとの基本報酬の設定）

 利用定員ごとの基本報酬を10人ごとに設定する。



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（１）生活介護

延長支援加算の見直し

4

 基本報酬をサービス提供時間で８時間以上９時間未満まで設定することから、９時間以
上の延長支援を評価する。

 施設入所者については、延長支援加算は算定できない。



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（１）生活介護

食事提供体制加算の見直し

5

 通所系サービスにおける食事提供体制加算について栄養面を評価しつつ経過措置を延長
（令和９年３月3 1日まで延長）。

【見直し後】
現行の要件に加え、①管理栄養士等が献立作成に関与又は献立の確認を行い、②利
用者ごとの摂食量の記録、③利用者ごとの体重の記録を行った場合に、所定単位数
を加算する。

【現行】
収入が一定額以下の利用者に対して、事業原則として当該施設内の調理室を使用し
て、食事の提供を行った場合に所定単位数を加算する。



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（１）生活介護

常勤看護職員等配置加算の拡充
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利用定員 単位

利用定員５人以下 32単位／日

利用定員６人以上1 0人以下 30単位／日

利用定員1 1人以上2 0人以下 28単位／日

利用定員2 1人以上3 0人以下 24単位／日

利用定員3 1人以上4 0人以下 19単位／日

利用定員4 1人以上5 0人以下 15単位／日

利用定員5 1人以上6 0人以下 11単位／日

利用定員6 1人以上7 0人以下 10単位／日

利用定員7 1人以上8 0人以下 ８単位／日

利用定員8 1人以上 ６単位／日

 看護職員の配置人数に応じた評価を行う。利用定員に応じ、所定単位数に常勤換算方法
で算定した看護職員の数を乗じて得た単位数を加算する。

【例】
・利用定員15名の場合

28単位／日×常勤換算員数



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（１）生活介護

入浴支援加算の創設
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入浴支援加算【新設】 80単位／日
 医療的ケアが必要な者又は重症心身障害者に対して、入浴に係る支援を提供した場合、１日
につき所定単位数を加算する。

喀痰吸引等実施加算の創設

喀痰吸引等実施加算【新設】 30単位／日
 医療的ケアが必要な者であって喀痰吸引等が必要なものに対して、喀痰吸引等を実施するも
のとして登録した事業所において、喀痰吸引等の実施のために必要な知識・技能を習得するた
めの研修を修了した職員が喀痰吸引等を行った場合に、１日につき所定単位数を加算する。



（１）生活介護

強度行動障害を有する者の受け入れ態勢の強化（重度障害者支援加算）
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 区分６以上行動関連項目10点以上の報酬区分を新設する。

 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）修了者の加配要件を廃止し、生活支援員に占める
割合での評価とする（生活支援員のうち基礎研修修了者の割合が2 0％以上）。

 体制加算部分は廃止。

 新たな加算要件に該当する場合は、令和６年４月中に障害福祉サービス受給者証を再発行し
ます。

 利用者が当該加算対象者かどうかは、受給者証でご確認ください。

神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）

＝新設

障害支援区分４以上 障害支援区分６

行動関連項目10点以上
※実践研修修了者配置

行動関連項目18点以上
※中核的人材養成研修修了者配置

行動関連項目10点以上
※実践研修修了者配置

行動関連項目18点以上
※中核的人材養成研修修了者配置

受入・体制
180単位

初期
400単位

個別支援
＋150単位

初期
＋200単位

受入・体制
360単位

初期
500単位

個別支援
＋150単位

初期
＋200単位
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神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（２）短期入所

緊急時の重度障害者の受入機能の充実①（地域生活支援拠点等である場合の加算）

10

 地域生活支援拠点等に位置づけられ、かつ、平時からの連携調整に従事する者を配置する短期
入所事業所において、医療的ケア児者等の重度障害者を受け入れた場合に加算する。

 短期入所における緊急時の受け入れについて、緊急時の受入体制構築を適切に評価する観点か
ら緊急短期入所受入加算による評価を見直す。

緊急時の重度障害者の受入機能の充実②（緊急短期入所受入加算）



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（２）短期入所

福祉型強化短期入所サービス費における日中支援サービス類型の創設

11

 福祉型強化短期入所サービスにおいて、医療的ケア児者の入浴支援等、日中の支援ニーズに応
えるサービス類型を評価する基本報酬を創設する。

障
害
者

区分６ 1,107単位／日

区分５ 977単位／日

区分４ 846単位／日

区分３ 784単位／日

区分１及び区分２ 715単位／日

障
害
児

区分３ 977単位／日

区分２ 816単位／日

区分１ 715単位／日

 医療的ケア児者に対して、看護職員を常勤で１人以上配置している指定短期入所事業
所において、日中のみの指定短期入所を行った場合に、１日につき所定単位数を算定
する。



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（２）短期入所

医療的ケア児者の受入体制の拡充

12

 福祉型短期入所サービスについて、医療的ケア児者を受け入れて対応している場合や、障害支
援区分５・６の障害者を多く受け入れている場合に、医療的ケアを行う体制を評価するための
加算を創設する。

医療的ケア対応支援加算【新設】 120単位／日

 福祉型短期入所サービス費を算定している指定短期入所事業所等において、看護職員を必
要とされる数以上配置した上で、医療的ケア児者に対し、指定短期入所等を行った場合に、
１日につき、所定単位数を加算する。

重度障害児・障害者対応支援加算【新設】 30単位／日

 福祉型短期入所サービス費を算定している指定短期入所事業所等において、区分５もしく
は区分６または障害児支援区分３に該当する利用者の数が当該指定短期入所事業所等の利
用者の数に 1 0 0  分の 5 0  を乗じて得た数以上である場合 に、１日につき、所定単位数を
加算する。



神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）（２）短期入所

医療型短期入所における受入支援の強化

13

 医療型短期入所サービスの利用を希望する医療的ケア児者に対して、利用する前から、事前に
自宅へ訪問し、医療的ケアの手技等を確認した上で、新たに受け入れた場合を評価するための
加算を創設する。

医療型短期入所受入前支援加算【新設】 （Ⅰ）1 , 000単位／日 （Ⅱ）500単位／日

 指定短期入所事業所の職員が、利用を希望する医療的ケア児者に対して、当該指定短期入
所事業所を利用する前日までに、自宅等へ訪問（※）し、医療的ケアの手技等を確認した
上で、指定短期入所事業所等において、指定短期入所等を行った場合に、当該指定短期入
所等を開始した日について、所定単位数を加算する。

※テレビ電話装置等を活用する場合は（Ⅱ）の単位数を算定する。



（２）短期入所

強度行動障害を有する者の受け入れ態勢の強化（重度障害者支援加算）

14

 区分４・５の報酬区分を新設する

 標準的な支援を推進するため、強度行動障害支援者養成研修（実践研修）修了者が作成した
支援計画シート等により適切な支援を行った場合の評価を新設する。

 基礎研修修了者の配置のみの加算部分は廃止

 新たな加算要件に該当する場合は、令和６年４月中に障害福祉サービス受給者証を再発行し
ます。

 利用者が当該加算対象者かどうかは、受給者証でご確認ください。

神 戸 市 福 祉 局 （ 障 害 者 支 援 課 ）

障害支援区分４以上 障害支援区分６

行動関連項目10点以上
※実践研修修了者配置

行動関連項目18点以上
※中核的人材養成研修修了者配置

行動関連項目10点以上
※実践研修修了者配置

行動関連項目18点以上
※中核的人材養成研修修了者配置

受入
30単位

体制
＋70単位

個別支援
＋50単位

受入
50単位

体制
＋100単位

個別支援
＋50単位

＝新設


